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本年認承 58 年を迎える一般社団法人上田青年会議所は認承 50 周年に上田 JC 未来ビジ

ョン「笑顔あふれる地域～繋げよう輝く未来へ～」を策定し、以後ビジョン達成に向けた

活動を行なっています。しかし、７年前と現代とでは時代や状況も日々変わり続けていま

す。東京一極集中を是正し地方の活力をあげるため地方創生などの政策や女性が益々社会

で活躍できるような社会作りへの取り組みが増えるなど、我々はそういった時代の変化や

地域にとって必要なものを感じ取りながら未来を描き続けていく使命があるのではないで

しょうか。 
認承 60周年を迎えるその日までビジョン達成に向けた活動を行い続けられるようにまず

我々自身が今日まで行なってきた活動内容を未来ビジョンと照らし合わせ検証をし、理解

をし、今の世の中そして未来にどんな活動が必要なのかを考えていく必要があります。現

在の一般社団法人上田青年会議所は新しい会員が多くなり若い世代のメンバーも増加して

おります。新しいメンバーの新鮮な感性や地域に対する想いを我々の活動に活かして行け

るように、入会まもないメンバーも自分たちの所属する団体の過去の活動を知り、どんな

未来を見据えて活動をしていくか学んでいく必要があると考えます。 
そして一般社団法人上田青年会議所は地域のために活動を行う団体です。地域の未来を

描き続ける中で我々の活動だけを振り返るのではなく、活動圏域の目指す未来、活動を学

んでいく必要もあるのではないでしょうか。輝く未来とはどんな未来なのか。メンバー一

人一人が意識し想い描くことで普段の活動がより地域のため未来のために繋がる事業にな

るのではないかと考えます。各委員会が行うそれぞれの事業をビジョン達成のための活動

の一つとして思い描けるような意識づくりを、一年を通じ行って参ります。 
	
 また、2015 年に国連サミットにて採択された持続可能な開発目標（SDGs）を公益社団
法人日本青年会議所が社会改善の指標として注目し推進を行なっていく中で、一般社団法

人上田青年会議所も SDGs という取り組みを学び、我々の活動も持続可能な世界を実現す
るための 17のゴールの一部となり得ている事を意識し事業を実施してまいります。 


